
令和 年 月 日

年 月 日

年 月 日

(3) (2) (1) 〒

②① ●②①
電話（　 　　　）

昭和

平成 年　　月　　日
令和

　令和　　　年　　月　　日　から 　治療用装具の場合 型取り 年　　月　　日

　令和　　　年　　月　　日　まで 　　（コルセット等） 装着 年　　月　　日

（　上記のうち、入院期間　平成　　　年　　　月　　　日から　平成　　　年　　　月　　　日まで　）

通貨名

支払額

　（別紙届出のとおり）

　（注）この欄は、この給付金を受け取ることをだれかに（被保険者以外に）委任するときだけ記入して下さい。

　本請求に基づく給付金の受領を

住　所　（又は事業所名称及び所在地）

氏　名 に委任します。

被保険者氏名（委任者）

銀　　　行 本店
信用金庫 支店

普　　通　　・　　当　　座

口座番号

預金の名義人
の氏名

ﾌﾘｶﾞﾅ

⑱

傷病が第三者の行為によるもので
あるときは、その事実並びに第三
者の住所と氏名（住所又は氏名が
不祥であるときはその旨）

静岡県自動車整備健康保険組合

受
領
委
任
の
欄

       受　　付　　印

振
込
依
頼
欄

振込希望
金融機関名

預金の種別

円　

⑯ 上記について外貨
で支払った場合

社
会

保
険

労
務

士
記

入
欄

⑰
被保険者証で診療又は手当を
受けることができなかった理由
（できるだけくわしく記載のこと） 作

成
提

出
代

行
者

日間

⑭ 傷病の経過

⑮
診療又は手当に
要した費用の額

診療又は
手当の期間

⑩
発病又は
負傷の原因

⑪
診療又は手当を受けた
医師、歯科医師その他
の者の住所と氏名

⑫
診療又は
手当の内容

⑦ 続柄

③

⑨
発病又は
負傷の年月日

令和　　　　年　　　月　　　日⑧ 傷　病　名

事業所の名称

⑤
被扶養者
氏　　名

⑥ 生年月日

業
者
に
支
払
い
し
た
領
収
書
。

海
外
で
療
養
を
受
け
た
場
合
は
、

右
の
①
及
び
②
は
、

原
則
と
し
て
所
定
の
「

診
療
内
容
明
細
書
」

及
び
「

領
収
明
細
書
」

に
よ
る
こ
と
。

な
お
、

こ
れ
に
よ
り
難
い
場

合
は
、

診
療
内
容
及
び
領
収
明
細
が
明
記
さ
れ
た
も
の
の
交
付
を
受
け
て
添
え
る
こ
と
。

こ
の
場
合
、

当
該
明
細
書
が
外
国
語
で
書
か
れ
て
い
る
と
き
は
、

日
本
語
の
翻

訳
文
（

翻
訳
者
の
氏
名
、

住
所
、

勤
務
先
が
記
載
し
て
あ
る
も
の
）

を
添
付
す
る
こ
と
。

医
師
に
支
払
い
し
た
領
収
書
。

被保険者証
の記号番号 － ④

コ
ル
セ
ッ

ト
、

輸
血
、

は
り
、

き
ゅ

う
、

マ
ッ

サ
ー

ジ
等
の
場
合
。

自
費
診
療
の
場
合
に
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
。

診
療
内
訳
書
（

別
紙
）

又
は
診
療
報
酬
明
細
書
に
診
療
内
容
を
明
記
し
た
も
の
。

⑬

注意事項

①
被保険者の
氏　　　名

②
被保険者
の 住 所傷

病
が
第
三
者
の
行
為
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
「

第
三
者
の
行
為
に
よ
る
傷
病
届
」

を
添
え
る
こ
と
。

必
要
と
認
め
た
医
師
の
意
見
書
。

担
当
者

該当
条文

法第１１０条　・　法第９８条

健康保険被扶養者療養費支給申請書 （第　　　　回目）

◎
受
け
取
り
は
銀
行
振
込
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

。

資格
取得

喪失

被扶養者資格 有　・　無 事
務
長

算　 定 　基　 礎

費用の額

常
務
理
事

◎
申
請
の
際
に
今
一
度
確
認
を
！

「
書
き
も
れ
が
無
い
か

」

「
印
も
れ
が
無
い
か

」

支
給
決
議
書

伺年月日
支
給
額

円


